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二
○
○
一
年
の
看
護
史
研
究
会
例
会
で
「
今
ま
で
の
学
習
会
で
欧

米
の
医
療
状
況
ば
か
り
を
学
習
し
て
き
た
。
ナ
イ
チ
ン
ゲ
ー
ル
の
看

護
や
イ
ギ
リ
ス
の
社
会
状
況
等
は
よ
く
理
解
で
き
た
。
し
か
し
、
日

本
独
自
の
看
護
は
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
か
」
と
い
う
疑
問
で
あ
っ
た
。

そ
ん
な
中
で
、
二
○
○
六
年
に
研
究
会
が
丁
度
発
足
五
十
年
目
に
あ

た
る
の
で
、
こ
の
際
、
日
本
の
近
世
前
後
の
看
護
の
状
況
を
も
っ
と

詳
し
く
知
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
。

会
の
先
輩
で
『
看
護
学
生
の
た
め
の
日
本
看
護
史
」
を
出
版
す
る
際

に
関
わ
っ
た
仲
間
の
一
人
が
近
世
最
高
の
看
護
書
と
い
わ
れ
て
い
る

が
、
詳
細
は
ま
だ
わ
か
っ
て
い
な
い
「
病
家
須
知
」
八
巻
八
冊
の
原

本
を
持
っ
て
い
る
こ
と
が
判
り
、
こ
の
際
思
い
切
っ
て
会
の
五
十
周

年
記
念
に
全
巻
を
現
代
文
に
訳
し
て
み
よ
う
と
話
が
出
さ
れ
決
定
し

た
。
そ
し
て
二
○
○
二
年
か
ら
本
格
的
に
取
り
組
む
こ
と
に
な
っ
た
。

研
究
の
取
り
組
み
方
針
と
し
て
左
記
の
六
点
を
決
め
取
り
組
ん
だ
。

一
、
適
切
な
変
体
仮
名
読
み
の
指
導
者
を
身
近
な
場
か
ら
見
つ
け
て

指
導
し
て
頂
き
、
「
読
み
」
を
始
め
る
。

二
、
一
応
の
分
担
を
決
め
、
一
つ
の
巻
を
二
～
三
人
で
受
持
っ
て
共

一
例
陰
融
瞬
」

江
戸
時
代
の
家
庭
医
学
・
看
護
書
「
病
家
須
知
』
の
現
代
語
訳

に
取
り
組
ん
で

中
村
節
子

同
で
読
み
、
討
議
し
集
団
の
力
を
強
め
る
。

三
、
著
者
、
平
野
重
誠
の
人
物
像
を
知
る
。

四
、
日
本
の
漢
方
に
つ
い
て
学
習
す
る
。

五
、
江
戸
時
代
を
庶
民
の
生
活
を
基
礎
に
し
て
、
人
と
学
問
を
生
み

出
す
時
代
背
景
を
捉
え
る
。

六
、
『
病
家
須
知
」
翻
刻
・
現
代
語
訳
の
出
版
社
の
決
定
を
す
る
。

ま
ず
、
方
針
一
は
人
が
見
つ
か
ら
ず
、
メ
ン
バ
ー
の
中
で
多
少
古

文
等
の
学
習
経
験
が
あ
る
者
を
主
に
二
～
三
回
教
え
て
い
た
だ
き
、

後
は
各
自
の
努
力
で
進
め
た
。
江
戸
が
な
を
現
代
文
に
読
み
下
す
た

め
に
、
い
ろ
い
ろ
な
辞
書
と
首
っ
引
き
で
悪
戦
苦
闘
が
続
き
、
時
に

は
投
げ
出
し
た
く
な
る
時
も
あ
っ
た
。
し
か
し
平
野
重
誠
の
文
字
は

達
筆
で
、
漢
字
に
は
読
み
手
に
判
り
や
す
い
よ
う
に
意
味
ふ
り
仮
名

の
ル
ビ
が
つ
け
て
あ
る
た
め
、
な
ん
と
か
救
わ
れ
二
○
○
六
年
九
月

全
巻
完
成
出
版
す
る
こ
と
が
出
来
た
。

著
者
、
平
野
重
誠
は
一
七
九
○
年
（
寛
政
二
年
・
月
日
は
不
明
）

江
戸
両
国
に
生
れ
、
薬
研
堀
（
現
在
の
東
京
都
中
央
区
日
本
橋
二
丁

目
）
で
開
業
。
一
八
六
七
（
慶
応
三
）
年
十
一
月
十
六
日
、
七
十
八

で
死
去
。
名
前
の
他
に
い
ろ
い
ろ
な
別
名
を
持
っ
て
い
る
。

家
系
は
曽
柤
父
は
伊
勢
安
濃
津
（
現
在
の
三
重
県
）
の
武
家
で
、

祖
父
か
ら
医
家
と
な
り
、
父
・
本
人
・
子
の
元
周
（
五
代
目
婿
養
子
）

ま
で
で
医
家
は
終
わ
っ
て
い
る
。
重
誠
は
三
人
兄
弟
の
長
男
で
、
下

二
人
の
弟
も
医
者
で
あ
る
。
幼
少
の
頃
か
ら
父
の
手
伝
い
を
し
な
が

ら
医
を
学
ぶ
と
共
に
、
医
学
館
督
事
の
多
紀
元
簡
に
も
師
事
し
て
い

る
。
妻
（
桂
）
と
の
間
に
一
男
二
女
を
も
う
け
る
が
、
長
男
は
幼
い
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と
き
に
亡
く
な
り
、
妻
と
は
五
十
五
歳
で
死
別
し
て
い
る
。
町
医
を

し
な
が
ら
、
四
十
歳
頃
か
ら
執
筆
活
動
を
続
け
て
い
る
。
そ
の
著
書

数
は
わ
か
っ
て
い
る
も
の
だ
け
で
も
五
十
数
巻
五
十
数
冊
あ
る
。

そ
の
著
書
の
中
の
処
女
作
で
あ
る
「
病
家
須
知
」
は
一
八
三
二
’
三

四
（
天
保
三
～
五
）
年
、
重
誠
四
十
二
歳
の
時
か
ら
書
か
れ
た
も
の
で

八
巻
八
冊
（
三
五
四
頁
か
ら
な
る
和
綴
本
）
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。

「
病
家
須
知
』
と
は
「
病
人
を
抱
え
た
家
の
者
が
よ
く
知
っ
て
お
か

ね
ば
な
ら
な
い
こ
と
」
と
い
う
意
味
で
、
別
名
『
病
家
心
得
草
』
（
一

～
六
巻
）
と
言
っ
て
、
当
時
の
一
般
庶
民
向
け
に
書
か
れ
た
家
庭
医

学
・
看
護
書
と
最
後
の
七
～
八
巻
は
「
坐
婆
必
研
』
、
別
名
「
こ
と
ぶ

き
草
一
と
い
う
産
婆
（
現
在
の
助
産
師
）
む
け
に
書
か
れ
た
専
門
書

弐
二
早
」
、

で
あ
る
。

第
壼
第
一
巻
は
養
生
の
心
得
、
第
二
巻
は
食
物
の
摂
り
方
病
状
別
の
食

物
の
適
否
・
摂
取
法
、
第
三
巻
は
小
児
養
育
の
心
得
、
第
四
巻
は
婦

人
病
に
つ
い
て
、
第
五
巻
は
梅
毒
・
肥
前
瘡
・
陰
癬
・
傷
寒
・
時

疫
・
痢
病
・
脚
気
と
伝
染
病
に
つ
い
て
、
第
六
巻
は
食
中
毒
・
毒
物

中
毒
・
昏
睡
・
卒
中
・
眩
量
・
癒
澗
な
ど
の
発
作
・
鼻
血
・
吐
血
・

火
傷
・
咬
傷
・
金
瘡
打
撲
・
捻
挫
脱
臼
な
ど
急
症
の
処
置
・
処
方
に

つ
い
て
第
七
・
八
巻
は
産
科
を
対
象
に
し
た
も
の
で
あ
る
。
産
科
は

近
世
医
学
の
中
で
も
水
準
が
高
く
、
重
誠
も
胎
児
を
鈎
で
引
き
出
す

こ
と
の
危
険
性
の
指
摘
や
、
産
婦
の
精
神
的
・
肉
体
的
負
担
の
大
き

い
産
椅
子
の
廃
止
の
主
張
な
ど
、
医
学
資
料
と
し
て
も
価
値
が
高
い

と
思
わ
れ
る
。
現
代
文
に
訳
し
て
み
て
、
「
病
家
須
知
」
は
こ
れ
ま
で

の
看
護
法
を
集
大
成
し
た
本
と
し
て
は
日
本
で
最
初
の
本
で
あ
る
と

言
え
る
し
、
幼
少
の
頃
か
ら
父
親
に
つ
い
て
学
ん
だ
漢
方
を
中
心
と

し
た
医
療
の
実
践
を
通
し
て
学
ん
だ
も
の
や
、
自
ら
工
夫
し
て
効
果

を
得
た
看
護
法
を
書
い
て
い
る
点
で
は
彼
独
自
の
も
の
で
も
あ
る
。

「
日
本
を
知
る
こ
と
は
江
戸
を
知
る
」
こ
と
で
あ
る
と
い
わ
れ
る
。

そ
れ
は
今
日
の
日
本
の
暮
ら
し
や
文
化
の
原
型
が
江
戸
時
代
特
に
後

期
に
出
来
上
が
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
少
子
高
齢
の
現
代
社
会
の
中
に

見
ら
れ
る
い
ろ
い
ろ
な
子
ど
も
た
ち
の
歪
み
や
、
生
活
習
慣
病
な
ど

が
云
々
さ
れ
て
い
る
現
代
こ
そ
、
こ
の
本
に
書
か
れ
て
い
る
江
戸
人

の
病
気
の
予
防
や
生
活
の
知
恵
の
一
端
を
学
ぶ
必
要
が
あ
る
と
思
う
。

（
平
成
十
八
年
十
一
月
例
会
）

一
わ
が
国
初
の
狂
犬
病
人
体
用
ワ
ク
チ
ン

わ
が
国
に
お
い
て
初
め
て
パ
ス
ッ
ー
ル
氏
予
防
注
射
法
を
開
始
し

た
の
は
、
田
中
丸
治
平
著
「
狂
犬
病
論
」
に
よ
れ
ば
、
「
当
時
長
崎
医

学
専
門
学
校
に
て
栗
本
氏
初
め
て
パ
ス
ッ
ー
ル
氏
予
防
注
射
法
を
開

始
せ
り
之
を
本
邦
に
於
け
る
該
注
射
法
施
行
の
嗜
矢
と
な
す
」
と
記

載
さ
れ
、
ま
た
、
山
脇
圭
吉
著
「
日
本
帝
国
家
畜
伝
染
病
予
防
史
」

に
お
い
て
「
依
っ
て
明
治
二
十
八
年
八
月
当
時
の
長
崎
病
院
内
科
医

「
わ
が
国
初
の
狂
犬
病
人
体
用
ワ
ク
チ
ン
開
発
の
経
緯
」
講
演

要
旨

唐
仁
原
景
昭


